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Abstract. This study aims to clarify what factors made and transformed ‘teaching style’ in 
physical education of Junior High School Teacher B through interpreting a life history of 
Teacher B. The results are summarized as following points. 1. The ‘teaching style’ of 
Teacher B on physical education in the I period (1989.4-1997.3) was made by factors of 
‘belief as a teacher’ and ‘reflection on his teaching based on chances of professional 
development and resources left by predecessor and books’. 2. The ‘teaching style’ of Teacher 
B in the Ⅲ period (2005.4-2017.3) was transformed by factors of ‘meeting with Mr. E and 
Mr. F belonging to C Attached Junior High School Q’ and ‘learning of the theory of physical 
education’. 
 



































3 研究の方法  
3-1 対象の説明  
表 1 のように，対象とする B 氏は，1966 年に
出生，1989 年 3 月に L 大学教員養成学部を卒業
後，同年 4 月に 22 歳で C 市立 O 中学校に保健体
育教諭として採用された。B 氏は，1997 年 4 月に
C 市立 P 中学校に転任，その後，2003 年 4 月か
ら 2017 年 3 月まで C 大学附属 Q 中学校に教諭及








歳で C 市立 R 中学校に転出するまでの 14 年間 C
大学附属 Q 中学校に勤務した。 










3-2-2 インタビューの実施  








表 2 インタビューの概要 































「内的妥当性」を高めるために，2016 年 3 月


























































































































































































































































































しながら…」（第 1 次インタビュー） 
 
B 氏は，教師集団が生徒と保護者と協力して



























採用後 9 年目の 1997 年 4 月に B 氏は，保健
体育教員が常勤 3 人，臨時採用 1 名，非常勤講















 生徒指導で困難を抱える P 中学校では，問題
が起こるために「体育祭」を開催できなかった。




















か…」(第 1 次インタビュー） 
 












2003 年 4 月に，B 教師は C 大学附属 Q 中学
校へ転任した。附属 Q 中学校は各学年 2 クラス
で，保健体育教員は選任が 1 名，非常勤講師が





















B 氏は，C 大学教員の保健体育担当の X 氏や
心理学担当の Y 氏に専門的知識の支援を受け，




































C 大学附属 Q 中学校副校長の E 氏と C 大学
附属 Q小学校で体育授業を研究していた F氏は，
各学校別に開催していた公開研究会を連携させ
ることを意図し，B 氏と F 氏が同じ教材を公開
授業で指導するよう依頼し，公開研究会で共同





























んですね。」（第 2 次インタビュー） 
 
その後，2005 年度に F 氏が C 大学附属 Q 小
学校から附属 Q 中学校の副校長に転任し，C 大




























います。」（第 2 次インタビュー） 
 









業を 2010 年に中 2 のマット運動(連続技），2012
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